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若
殿
が
寵
愛
す
る
傾
城
を
身
請
す
る
た
め
に
御
家
の
重
宝
を
質
に
入
れ
、
そ
れ

が
後
々
の
騒
動
の
種
と
な
る

─
と
は
、近
世
歌
舞
伎
の
お
定
ま
り
の
一
つ
で
あ
る
。

で
は
、
芝
居
な
ら
ぬ
史
実
に
お
い
て
、
一
藩
の
主
た
る
人
物
に
よ
る
質
入
と
は
ど
の

よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

数
多
の
小
室
藩
藩
政
史
料
を
含
む
『
佐
治
重
宗
氏
所
蔵
文
書
』（１
）（
以
下
、
文
書
）

は
そ
の
実
例
を
今
に
伝
え
る
。
文
書
の
う
ち
『
小
室
藩
日
記
』（
以
下
、
日
記
）
は
、

五
代
藩
主
小
堀
政
峰（
２
）と
六
代
政ま
さ
み
ち方（
３
）治
世
下
の
近
江
小
室
領
に
お
け
る
行
政
日
記

で
あ
り
、
六
十
冊
が
現
存
す
る（
４
）。
天
明
八
（
一
七
八
八
）年
の
五
月
時
点
で
そ
の

筆
が
断
た
れ
て
い
る
の
は
、
伏
見
騒
動
に
よ
り
小
堀
家
が
改
易
さ
れ
る
に
至
っ
た
た

め
で
あ
る
。
広
く
知
ら
れ
て
い
る
通
り
、
伏
見
町
民
が
伏
見
奉
行
政
方
の
悪
政
を
幕

府
に
上
訴
し
た
当
騒
動
は
、
小
室
藩
の
経
済
的
困
窮
を
背
景
と
す
る
。
勿
論
、
当
時

の
財
政
難
は
小
室
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
諸
藩
も
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
と
っ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
小
室
藩
に
特
徴
的
だ
っ
た
の
は
、
小
堀
家
が
先
祖
伝
来
の
重
宝

を
多
数
有
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
活
用
が
資
金
調
達
の
一
策
と
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ

う
。
先
祖
と
は
す
な
わ
ち
、
か
の
小
堀
遠
州
で
あ
り
、
重
宝
と
は
す
な
わ
ち
、
茶
道

具
や
掛
物
な
ど
の
名
物
道
具
で
あ
る
。
道
具
を
め
ぐ
る
藩
主
と
家
臣
そ
し
て
商
人
た

ち
の
や
り
と
り
を
、
こ
の
小
稿
に
お
い
て
少
し
ば
か
り
覗
い
て
み
た
い
と
思
う
。

要旨
　大名が先祖より伝わる重宝を質に入れるという行為は、実際にはどのような
ものであったのか。本稿では『小室藩日記』に拠ってその具体例を紹介した。
これは、伏見騒動前夜の小堀家において小堀遠州伝来の名物道具がどのように
扱われていたか、を探る試みでもある。
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一
　
延
享
五
年
の
預
入

　

騒
動
決
着
の
七
年
後
に
著
さ
れ
た
実
録『
雨
中
之
鑵
子
』（５
）は
、
政
方
の
女
遊
び

を
起
因
と
し
て
在
中
庵
の
茶
入
が
質
入
れ
さ
れ
る
に
至
る
件
り
を
話
の
山
の
一
つ
と

す
る
。
し
か
し
な
が
ら
実
は
、
先
代
政
峰
の
頃
に
は
「
御
道
具
之
預
入
」
と
称
し
た

名
物
の
質
入
が
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
本
節
で
は
、
預
入
の
手
順
が
わ

か
る
例
と
し
て
、
延
享
五
（
一
七
四
八
）
年
の
日
記
に
現
れ
る
玉
柏
の
茶
入
に
つ
い

て
見
て
い
く
。
ま
ず
は
日
記
本
文
を
抜
粋
し
、
そ
の
上
で
若
干
の
補
足
説
明
を
織
り

込
み
つ
つ
事
の
流
れ
を
辿
っ
て
い
く
。
尚
、
こ
の
年
は
政
峰
江
戸
詰
の
年
に
当
た
り
、

江
戸
家
老
と
国
家
老
の
や
り
と
り
は
主
に
用
書
に
よ
る
。
江
戸
家
老
は
加
藤
又
右
衛

門
大
田
垣
伊
右
衛
門
の
二
名
、
小
室
行
政
の
中
核
を
担
う
国
家
老
は
小
堀
権
左
衛
門

宮
川
小
左
衛
門
の
二
名
で
、
権
左
衛
門
が
日
々
小
室
陣
屋
に
お
い
て
筆
を
執
っ
た
の

が
当
年
の
日
記
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、
日
記
本
文
は
国
家
老
の
立
場

で
書
か
れ
た
こ
と
を
前
提
と
し
て
読
む
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

①
延
享
五
年
四
月
十
二
日

先
達
而
相
伺
候
御
道
具
京
都
へ
御
預
被
遊
候
義
無
拠
被　

思
召
候　

何
之
御

道
具
と
申
候
義
申
談
伺
候
様
申
来
ル

②
同
年
四
月
十
八
日

京
都
へ
御
預
被
遊
候
御
道
具
之
義
御
太
切
之
御
道
具
ニ
候
得
共
玉
柏
御
茶
入
被

遊
御
預
候
様
仕
度
申
上
ル

③
同
年
五
月
十
二
日

京
都
江
被
遊
御
預
御
道
具
之
義
玉
柏
御
茶
入
被
遊
御
預
候
様
先
達
而
相
伺
候
得

共
此
度
半
治
よ
り
申
越
候　

滝
浪
御
茶
入
被
遊
御
預
候
ハ
ヽ
金
九
百
両
御
用

立
可
申
旨
相
模
屋
宗
古
申
候
間
何
と
そ
滝
浪
御
茶
入
被
遊
御
預
候
様
致
度
旨
申

遣
之

④
同
年
五
月
二
十
四
日

先
達
而
相
伺
候
京
都
へ
御
預
被
遊
候
御
道
具
弥
玉
柏
御
茶
入
御
預
可
被
遊
候　

西
村
信
右
衛
門
附
添
罷
越
取
計
可
申
候　

給
人
守
護
ニ
而
者
目
立
可
申
候　

堀
江
藤
右
衛
門
差
添
其
外
足
軽
小
頭
一
人
差
添
可
申
旨
申
来
ル

⑤
同
年
六
月
十
四
日

京
都
へ
被
遊
御
預
御
道
具
之
義
玉
柏
御
茶
入
被
遊
御
預
候
様
先
達
而
相
伺
候
へ

共
段
々
臨
時
御
入
用
相
増
候
付
滝
浪
御
茶
入
ニ
而
ハ
九
百
両
御
用
立
可
申
旨
相

模
屋
申
候
間
滝
浪
御
茶
入
被
遊
御
預
候
様
致
度
候（
中
略
）　

何
と
そ
又
玉
柏

御
茶
入
ニ
而
も
被
遊
御
預
候
様
致
度
旨
先
達
而
相
伺
申
候
処　

右
之
通
ニ
而

ハ
中
興
物
本
歌
之
分
不
残
被
差
出
候
様
相
成　

御
不
得
心
ニ
被　

思
召
候　

滝
浪
之
代
玉
柏
御
茶
入
可
被
遊
御
預
候　

夫
ニ
而
金
子
不
足
候
ハ
ヽ
小
莚
御

茶
入
可
被
遊
御
預
候（
中
略
）　

小
莚
之
義
預
リ
之
義
相
模
屋
望
不
申
候
ハ
ヽ

北
脇
へ
成
共
御
預
可
被
遊
候
間
右
之
趣
半
治
方
へ
申
遣
し
申
談
取
計
候
様
被　

仰
出
候
趣
申
来
ル

⑥
同
年
六
月
二
十
六
日

此
度
被
遊
御
預
候
御
道
具
之
義
相
模
屋
宗
古
父
子
江
半
治
申
談
候
処
先
年
北
脇

市
祐
へ
御
預
ケ
被
遊
候
節
宗
古
申
談
候
而
小
莚
御
茶
入
面
壁
御
茶
入
百
両
宛
之

引
当
ニ
而
奉
預
リ
候　

未
三
井
方
江
者
御
預
ケ
不
被
遊
候
所
ニ
御
座
候
間
何

分
宗
清
へ
進
メ
候
而
小
莚
御
茶
入
弐
百
両
之
引
当
ニ
奉
預
リ
候
様
取
計
可
申
候

且
又
玉
柏
者
是
迄
之
通
七
百
両
之
引
当
両
種
ニ
而
都
合
九
百
両
御
用
立
可
申	

旨
利
分
ハ
尤
八
厘
宛
之
積
ニ
而
候
由
相
談
相
決
候
間
来
月
朔
日
此
元
差
立
差
登

候
様
申
来
ル

⑦
同
年
六
月
二
十
九
日
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玉
柏
御
茶
入
狭
莚
御
茶
入
此
度
京
都
三
井
宗
清
江
被
遊
御
預
明
朝
よ
り
京
都
江

差
登
候
ニ
付
今
日
権
左
衛
門
小
左
衛
門
立
会
西
村
信
右
衛
門
取
計
相
改
御
道
具

之
封
印
権
左
衛
門
印
を
付
箱
へ
納
上
ハ

箱
江
相
認
ル　

わ
く
へ
者
入
不
申
半
櫃

ニ
台
を
懸
相
認
ル

⑧
同
年
七
月
一
日

玉
柏
御
茶
入
小
莚
御
茶
入
京
都
三
井
宗
清
相
模
屋
宗
古
此
度
被
遊
御
預
候
付
今

朝
よ
り
差
登　

西
村
信
右
衛
門
堀
江
藤
右
衛
門
附
添
足
軽
小
頭
山
田
佐
七
宰

領
持
夫
十
人
も
の
四
人
ニ
而
指
登
之

⑨
同
年
七
月
五
日

此
度
差
登
候
御
道
具
両
種
道
中
無
別
条
西
村
信
右
衛
門
堀
江
藤
右
衛
門
附
添
去

二
日
申
ノ
刻
京
着
候
由　

依
之
翌
三
日
西
村
半
治
信
右
衛
門
同
道
ニ
而
相
模

屋
宗
古
方
へ
御
道
具
持
参
三
井
宗
清
江
引
渡
御
預
ケ
相
済
候
由　

玉
柏
御
茶

入
七
百
両
小
莚
御
茶
入
弐
百
両
之
引
当
都
合
九
百
両
之
内
御
当
用
之
五
百
両
請

取
候
由　

残
金
ハ
追
而
請
取
候
筈
之
段
半
治
よ
り
申
来
ル

　

延
享
五
年
四
月
、
折
か
ら
の
財
政
難
を
乗
り
切
る
法
と
し
て
、
小
室
藩
主
政
峰
は

不
本
意
な
が
ら
も
京
都
商
人
へ
の
道
具
預
入
を
了
承
す
る
。そ
の
旨
の
用
書
を
受
け
、

小
堀
権
左
衛
門
ら
国
家
老
は
預
入
候
補
と
し
て
玉
柏
を
挙
げ
る
。
勝
手
方
用
人
西
村

半
治
は
藩
の
京
都
屋
敷
を
拠
点
に
種
々
の
交
渉
に
当
た
っ
て
い
た
が
、
五
月
に
は
あ

る
吉
報
を
小
室
へ
も
た
ら
す
。
相
模
屋
宗
古
が
滝
浪
を
担
保
と
す
る
な
ら
ば
九
百
両

用
立
て
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
国
家
老
は
滝
浪
預
入
の
お
伺
い
を
立
て
る
こ

と
と
す
る
。
一
方
、
江
戸
藩
邸
は
玉
柏
預
入
の
方
向
に
既
に
動
き
出
し
、
移
送
に
関

わ
る
家
臣
に
つ
い
て
の
指
示
を
発
し
て
い
る
。
外
聞
を
憚
っ
て
の
人
選
で
あ
る
。
が
、

江
戸
家
老
に
も
相
模
屋
の
申
し
出
や
臨
時
支
出
増
加
な
ど
の
情
報
が
伝
わ
っ
た
結

果
、
五
月
下
旬
に
は
滝
浪
玉
柏
両
者
の
預
入
が
政
峰
に
願
い
出
ら
れ
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
そ
れ
で
は
中
興
物
本
歌
之
分
を
残
ら
ず
差
し
出
す
こ
と
に
な
る
と
、
政

峰
は
許
さ
な
い
。
預
け
る
の
は
玉
柏
で
あ
り
、尚
も
不
足
が
あ
れ
ば
む
し
ろ
小
莚（
狭

莚
）を
相
模
屋
も
し
く
は
北
脇
市
祐
に
託
す
こ
と
、
と
の
藩
主
の
意
向
で
あ
る
。
そ

れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
半
治
と
相
模
屋
が
京
都
で
会
合
の
場
を
持
つ
。
相
模
屋
の
提
案

は
こ
う
だ
。
自
分
が
媒
と
な
り
北
脇
は
小
莚
面
壁
を
各
百
両
で
預
か
っ
て
い
た
こ
と

が
あ
る
。よ
っ
て
今
回
は
未
だ
預
か
り
の
な
い
三
井
宗
清
に
話
を
勧
め
て
は
ど
う
か
。

小
莚
は
以
前
よ
り
高
値
の
二
百
両
、
玉
柏
は
据
置
の
七
百
両
で
計
九
百
両
、
利
息
は

月
八
厘
で
あ
る
。
話
は
こ
れ
で
ま
と
ま
っ
た
。
六
月
末
日
、
小
室
陣
屋
で
は
二
人
の

国
家
老
が
立
ち
会
い
、
土
蔵
か
ら
出
さ
れ
た
玉
柏
と
小
莚
の
改
め
が
行
わ
れ
る
。
そ

の
後
、
両
茶
入
は
権
左
衛
門
に
よ
る
封
印
が
施
さ
れ
箱
に
納
め
ら
れ
た
。
翌
七
月
朔

日
、
西
村
信
右
衛
門
ら
四
人
が
茶
入
を
守
護
し
て
京
都
に
発
ち
、
五
日
に
は
足
軽
が

半
治
の
書
簡
を
携
え
て
小
室
に
戻
っ
た
。
二
日
に
京
都
屋
敷
に
到
着
し
た
茶
入
は
三

日
に
は
相
模
屋
宅
に
お
い
て
三
井
に
渡
っ
た
こ
と
、
九
百
両
の
内
五
百
両
を
受
け
取

り
残
金
は
追
っ
て
受
け
取
る
手
筈
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
が
そ
の
書
簡
を
以
て
国
家
老

に
報
告
さ
れ
た
。

　

日
記
本
文
に
登
場
す
る
玉
柏
滝
浪
小
莚
面
壁
は
す
べ
て
遠
州
伝
来
の
、
世
に
知

ら
れ
た
名
物
茶
入
で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
「
中
興
物
本
歌
之
分
」が
以
前
よ
り
質
入

れ
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
、
右
の
記
事
の
み
か
ら
で
も
明
ら
か
と
な
る
。
藩
主
家
臣
金

主
三
者
攻
防
の
様
相
も
垣
間
見
え
る
が
、
要
所
要
所
に
藩
主
政
峰
の
決
断
が
必
須
と

さ
れ
る
事
案
だ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　
　
二
　
封
印
と
風
入

　

さ
て
、
延
享
五
年
七
月
、
玉
柏
小
莚
は
相
模
屋
を
媒
と
し
て
三
井
の
手
に
渡
り
、

小
室
藩
は
無
事
金
子
を
受
け
取
っ
た
。
そ
れ
で
は
、
以
後
三
井
は
両
茶
入
を
自
由
に
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扱
う
こ
と
が
許
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
否
、
茶
入
に
は
封
印
が
付
さ
れ
て
い
る
。

後
述
の
例
に
も
見
え
る
よ
う
に
封
印
は
預
け
る
側
と
預
か
る
側
の
両
者
に
よ
り
施
さ

れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
日
記
を
通
読
す
る
か
ぎ
り
で
は
前
者
は
家
老
の
印
に
限
定
さ

れ
る
。
そ
れ
だ
け
あ
だ
や
お
ろ
そ
か
に
切
る
こ
と
の
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
。
し
か
し
な
が
ら
ま
た
、
道
具
は
仕
舞
い
込
ん
で
よ
い
も
の
で
も
な
い
。
茶
道
具

掛
物
に
釜
煎
や
風
入（
虫
干
）の
手
入
れ
は
欠
か
せ
な
い
。
小
室
陣
屋
で
は
毎
年
夏

に
な
る
と
土
蔵
に
納
め
ら
れ
た
道
具
を
取
り
出
し
、
数
日
に
渡
っ
て
風
入
を
行
う
。

こ
れ
は
、
作
業
に
携
わ
る
家
臣
も
慎
重
に
選
ば
れ
る
、
藩
に
と
っ
て
の
重
要
行
事
の

一
つ
で
あ
る
。
で
は
、
預
け
ら
れ
た
道
具
の
風
入
は
ど
う
な
る
の
か
。
年
次
不
同
な

が
ら
そ
の
扱
い
を
日
記
に
見
て
み
る
。

⑩
宝
暦
元（
一
七
五
一
）
年
八
月
五
日

西
村
信
右
衛
門
申
刻
過
京
都
よ
り
罷
帰　

京
都
江
御
預
ケ
之
御
道
具
共
西
村

半
治
申
談
去
月
廿
六
日
三
井
方
廿
九
日
中
島
利
助
去
二
日
百
足
屋
方
風
入
無
滞

相
済
何
レ
も
快
晴
無
心
懸
相
仕
廻
候
由　

封
印
尤
念
入
附
置
候
由　

権
左
衛

門
古
封
印
十
一
請
取
候

⑪
安
永
八（
一
七
七
九
）
年
六
月
十
二
日

京
地
并
大
坂
表
江
御
預
ケ
被
置
候
御
道
具
追
々
此
節
よ
り
風
入
被　

仰
付
候

　

思
召
ニ
御
座
候　

夫
ニ
付
右
上
箱
之
鍵
早
々
取
寄
候
様
被　

仰
出
候
間
此

書
状
着
次
第
御
道
具
之
鍵
十
人
も
の
ニ
御
申
付
可
被
差
越
候

⑫
天
明
六
年
十
月
五
日

長
浜
忠
兵
衛
方
江
御
預
ケ
御
道
具
風
入
相
済
先
達
而
被
差
越
権
左
方
封
印
三
つ

相
用
残
り
差
返　

尤
古
封
印
も
差
返
候
事

⑬
宝
暦
四
年
二
月
十
五
日

脇
坂
忠
兵
衛
江
西
村
半
治
兼
而
申
談
置
候
通
凡
御
茶
入
預
ケ
被　

仰
付
候
付

凡
御
茶
入
拝
見
為
致
京
都
江
御
預
ケ
之
格
を
以
口
ノ
封
印
権
左
衛
門
附
候
而
是

迄
之
通
得
与
箱
ニ
入
忠
兵
衛
封
印
附
上
包
ニ
も
忠
兵
衛
封
印
附
さ
せ
候
而
此
方

ニ
預
リ
置
候
ニ
付
元
之
こ
と
く
又
御
土
蔵
江
納
置
預
ル
之
証
文
認
相
渡
候

⑭
宝
暦
四
年
四
月
八
日

凡
御
茶
入
風
入
之
儀
者
御
道
具
共
風
入
相
済
候
ハ
ヽ
脇
坂
忠
兵
衛
相
招
拙
者
共

立
会
封
印
為
切
相
改
得
与
風
入
仕
又
封
印
附
替
さ
せ
納
置
可
申
事

　

近
江
に
限
ら
ず
京
都
ま
た
大
坂
と
、
道
具
は
諸
所
に
散
っ
て
い
る
。
そ
の
預
け

先
一
軒
一
軒
を
小
堀
家
家
臣
が
巡
回
し
、
風
入
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
道

具
に
は
封
印
が
施
さ
れ
、
ま
た
上
箱
に
錠
前
が
付
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
派
遣

さ
れ
る
家
臣
は
、
予
め
家
老
よ
り
封
印
紙
と
鍵
を
受
け
取
り
、
先
方
で
道
具
の
手
入

れ
を
行
っ
た
上
で
新
た
な
封
印
を
施
し
て
帰
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
残
っ
た
未
使
用

の
封
印
紙
と
古
い
封
印
紙
を
返
却
す
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　

⑬
⑭
に
よ
る
と
、
当
該
道
具
を
金
主
が
手
元
に
置
か
ぬ
場
合
も
あ
っ
た
ら
し
い
。

長
浜
の
木
綿
商
脇
坂
忠
兵
衛
は
、
時
に
藩
士
同
然
の
働
き
を
見
せ
る
、
小
室
藩
と
強

く
結
び
付
い
た
御
用
商
人
で
あ
る
。
忠
兵
衛
は
凡お
よ
その
茶
入
の
預
か
り
主
と
な
り
な
が

ら
、
こ
れ
を
一
見
し
た
の
み
で
あ
る
。
凡
は
権
左
衛
門
と
忠
兵
衛
両
者
に
よ
る
封
印

の
後
に
再
び
小
室
陣
屋
の
土
蔵
に
納
め
ら
れ
て
い
る
。
風
入
に
お
い
て
も
、
忠
兵
衛

は
封
印
切
と
付
替
に
携
わ
る
に
と
ど
ま
る
。
預
け
た
側
が
預
か
る
と
い
う
奇
妙
な
状

況
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
も
紛
れ
も
な
く
「
預
入
」な
の
で
あ
る
。

　
　
三
　
預
証
文

　

以
上
の
よ
う
な
事
例
か
ら
、
商
人
に
託
さ
れ
た
道
具
は
依
然
と
し
て
小
堀
家
の

管
理
下
に
あ
る
、
と
の
認
識
が
存
在
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
ど
の
よ
う
な
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契
約
に
基
づ
く
の
か
、
次
に
預
証
文
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
文
書
の
中
に
は
証
文

控
の
類
が
数
点
見
出
せ
、
証
文
の
雛
形
も
残
る
。

⑮
　
　
　

覚

一　

玉
柏
茶
入　

丸
袋
ニ
入

　
　
　
　
　
　
　

挽
家
沢
栗
か
き
合
塗
袋
ニ
入

　
　
　
　
　
　
　

外
家
桐

　
　
　
　
　
　
　

右
挽
家
外
家
共
ニ
書
付　

小
堀
遠
江
守
筆

一　

狭
莚
茶
入　

清
水
切
袋
ニ
入

　
　
　
　
　
　
　

挽
家
沢
栗
袋
ニ
入

　
　
　
　
　
　
　

外
家
桐

　
　
　
　
　
　
　

右
挽
家
外
家
共
ニ
書
付　

小
堀
遠
江
守
筆

右
者
小
堀
和
泉
守
所
持
之
道
具
ニ
紛
無
之
候　

此
度
要
用
之
儀
ニ
付
玉
柏
茶

入
金
七
百
両
狭
莚
茶
入
金
弐
百
両
之
積
リ
都
合
金
高
九
百
両
借
リ
請
右
之
茶
入

両
種
各
両
人
江
預
ケ
申
候　

右
之
金
子
返
弁
候
ハ
ヽ
茶
入
御
戻
可
有
之
候　

為
後
証
仍
如
件

　
　

延
享
五
戊
辰
七
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
堀
和
泉
守
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
村
半
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
川
小
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
堀
権
左
衛
門

　
　

相
模
屋
宗
古
老

　
　

同　

治
兵
衛
殿

右
之
金
子
月
八
厘
之
利
足
相
加
来
ル
十
二
月
廿
五
日
限
元
利
相
渡
請
戻
可
申
候

以
上

⑯
　
　
　

覚

一　

何
茶
入　

何
袋
ニ
入

　
　
　
　
　
　

挽
家

　
　
　
　
　
　

外
家
桐
何

　
　
　
　
　
　

右
挽
家
外
家
書
付　

小
堀
遠
江
守
筆

　
　
　
　
　
　

挽
家
袋
何
切

右
者
小
堀
備
中
守
所
持
之
道
具
ニ
紛
無
之
候　

此
度
要
用
之
儀
ニ
付
文
金
何

百
両
借
請
右
之
茶
入
御
自
分
へ
預
ケ
申
所
実
正
也　

右
之
金
子
月
何
程
之
利

足
相
添
何
迄
限
元
利
急
度
相
渡
右
茶
入
請
戻
可
申
候　

為
後
証
仍
如
件

　

⑮
は
延
享
五
年
預
入
の
際
の
証
文
控（
６
）、
⑯
は
雛
形（
７
）で
あ
る
が
、
形
は
近
似

し
て
い
る
。
後
者
は
、
政
方
の
備
中
守
時
代（
８
）、
遠
江
守
こ
と
遠
州
伝
来
の
茶
入
の

証
文
作
成
が
頻
繁
と
な
っ
た
た
め
に
書
式
が
書
き
留
め
ら
れ
た
も
の
で
も
あ
ろ
う
。

実
例
で
は
、
元
金
利
率
は
道
具
や
金
主
に
よ
り
ま
ち
ま
ち
な
が
ら
、
返
済
期
限
を
同

年
の
十
一
月
十
二
月
と
す
る
も
の
が
目
立
つ
。
こ
れ
は
日
記
に
い
う
と
こ
ろ
の
「
御

物
成
之
時
分
」で
あ
り
、
年
貢
収
入
で
返
済
可
能
な
時
期
に
当
た
る
。
つ
ま
り
、
名

物
道
具
の
質
入
と
は
、
数
ヶ
月
の
あ
い
だ
の
急
場
し
の
ぎ
の
預
入
に
過
ぎ
ず
、
年
末

に
は
元
利
揃
い
先
祖
伝
来
の
重
宝
は
請
け
戻
さ
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
る

─
そ
う

い
っ
た
藩
の
基
本
姿
勢
を
証
文
雛
形
は
示
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
現
実
に
は
、
寛
延
三
年（
一
七
五
〇
）
十
一
月
十
二
日
の
日
記
に「
御
道
具

京
都
よ
り
取
返
し
候
事
色
々
申
談
候
得
共
此
節
之
御
入
用
ニ
而
者
難
渋
之
儀
申
上
候

事
」と
あ
る
よ
う
に
、
他
の
出
費
も
多
い
中
で
道
具
請
戻
金
を
整
え
る
こ
と
の
で
き

ぬ
場
合
が
出
て
く
る
。
で
は
、
元
利
が
用
意
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
、
道
具
は
ど
う
な

る
の
か
、
そ
れ
を
明
記
し
た
証
文
も
少
数
な
が
ら
現
存
す
る
。
政
方
時
代
の
安
永
四

年
六
月
、
遠
州
筆
の
箱
書
を
持
つ
心
月
石
渓
の
墨
跡
が
中
島
利
助
の
元
に
預
け
入
れ

 
 

大
名
の
質
入
︱
小
堀
遠
州
伝
来
の
名
物
道
具
を﹃
小
室
藩
日
記
﹄に
見
る
︱
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ら
れ
た
。
⑰
は
そ
の
際
の
証
文（
９
）の
一
部
で
あ
る
。

 
⑰

右
者
小
堀
備
中
守
所
持
之
道
具
ニ
紛
無
之
候　

此
度
就
要
用
金
弐
百
両
ニ
売
渡

代
金
請
取
申
候
処
相
違
無
之
候　

右
元
金
ニ
月
八
朱
之
利
足
相
添
来
ル
十
二

月
限
急
度
返
済
可
申
候　

右
月
限
遅
滞
候
者
一
応
御
断
之
上
外
江
御
売
渡
可

有
之
候　

為
後
証
仍
如
件

　

返
済
が
遅
滞
す
れ
ば
金
主
利
助
が
墨
跡
を
他
へ
売
り
渡
す
、
所
謂
質
流
し
を
容
認

す
る
文
言
が
こ
こ
に
は
見
え
る
。
日
記
に
よ
れ
ば
、
案
の
定
、
藩
は
「
遅
滞
」
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
墨
跡
が
他
へ
流
れ
る
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な

か
っ
た
。
返
済
を
一
年
先
と
す
る
証
文
書
替
の
手
筈
が
整
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ

る
（
（1
（　

。
実
は
、
延
享
五
年
の
預
入
で
も
「
置
延
」を
命
じ
る
政
峰
の
言
に
よ
っ
て
同

年
中
の
請
戻
は
見
送
ら
れ
（
（1
（　

、
玉
柏
が
再
び
小
室
陣
屋
の
土
蔵
に
戻
っ
た
の
は
三
年

後
の
宝
暦
元
年
十
二
月
の
こ
と
で
あ
る
。
基
本
姿
勢
を
守
る
こ
と
は
叶
わ
ず
と
も
交

渉
に
よ
っ
て
証
文
を
更
改
し
、
将
来
的
な
道
具
取
戻
を
は
か
る
、
と
い
う
の
が
藩
の

次
善
策
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

預
証
文
更
改
の
事
例
は
日
記
に
相
当
数
確
認
で
き
る
。
預
入
延
長
以
外
に
も
、
道

具
の「
預
替
」「
入
替
」な
る
手
法
が
繰
り
返
し
使
わ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

⑱
寛
延
元
年
十
月
二
十
五
日

中
島
利
助
へ
被
遊
御
預
被
置
候
橋
姫
御
茶
入
森
本
御
茶
入
是
迄
弐
拾
七
貫
目
ニ

候
所
三
井
へ
被
遊
御
預
候
ハ
ヽ
五
百
五
拾
両
御
用
立
可
申
旨
相
模
屋
申
候
付
御

預
ケ
替
之
事
申
遣
之

⑲
安
永
二
年
二
月
十
二
日

先
達
而
申
遣
候
三
種
之
御
道
具
之
内
森
本
文
琳
御
茶
入
与
長
崎
御
茶
碗
与
御
入

替
御
預
ケ
被
成
候
ハ
ヽ
八
百
両
御
用
達
可
申
旨
〔
三
井
〕
八
郎
右
衛
門
申
候
旨

相
模
屋
申
候
由

　

⑱
で
は
、
よ
り
多
く
の
融
資
を
見
込
め
る
金
主
に
道
具
が
預
け
替
え
ら
れ
、
⑲

で
は
、
預
け
先
は
そ
の
ま
ま
に
よ
り
価
値
が
高
い
と
み
な
さ
れ
た
道
具
へ
の
入
替
が

行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
道
具
数
積
み
増
し
の
例
も
あ
る
。
藩
は
資
金
調
達

の
た
め
で
あ
れ
ば
交
渉
や
証
文
更
改
が
煩
瑣
に
な
る
こ
と
を
厭
わ
な
い
。
そ
れ
に
伴

い
、名
物
道
具
は
茶
会
と
は
無
縁
の
と
こ
ろ
で
転
々
と
す
る
憂
き
目
に
遭
っ
て
い
る
。

　

ま
た
金
主
は
、
預
か
っ
た
茶
道
具
を
茶
道
具
と
し
て
扱
え
ず
、
そ
れ
を
眺
め
る
こ

と
さ
え
叶
わ
な
い
。
そ
れ
で
も
上
記
の
よ
う
な
契
約
を
結
ぶ
の
は
、
利
息
に
よ
っ
て

大
き
な
利
益
が
得
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。そ
れ
は
ど
れ
ほ
ど
の
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、

日
記
に
記
載
の
あ
る
安
永
八
年
の
脇
坂
忠
兵
衛
を
例
に
と
っ
て
確
認
し
て
お
く
。

　

幾
度
か
の
「
入
替
」を
経
て
、
凡
の
茶
入
の
元
金
は
八
百
両
、
そ
の
内
二
百
両
分

の
利
息
は
月
九
朱
つ
ま
り
〇
・
九
％
、
六
百
両
分
の
利
息
は
月
四
朱
半
〇
・
四
五
％
で

の
預
入
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
森
本
文
琳
茶
入
と
牧
渓
筆
鶏
絵
の
掛
物
の
元
金
は

併
せ
て
五
百
両
で
、
利
息
月
一
歩
つ
ま
り
一
％
で
あ
っ
た
。
結
果
、
こ
の
名
物
三
品

に
よ
っ
て
、忠
兵
衛
は
当
年
暮
に
利
息
百
十
八
両
二
歩
を
手
に
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

小
室
藩
が
請
戻
金
を
用
意
で
き
ず
引
き
続
い
て
の
預
入
と
な
っ
た
た
め
に
、
翌
年
暮

に
は
利
息
百
十
四
両
、
翌
々
年
暮
に
は
百
十
九
両
を
受
け
取
っ
て
い
る
。
安
永
八
年

の
小
室
藩
で
い
え
ば
五
月
に
江
戸
家
老
に
昇
進
し
加
増
さ
れ
た
永
岡
久
米
右
衛
門
が

百
石
取
に
過
ぎ
ず
、
一
石
一
両
と
す
れ
ば
忠
兵
衛
の
利
息
収
入
が
そ
れ
を
上
回
る
。

多
額
の
元
金
を
用
意
で
き
る
商
人
に
と
っ
て
は
悪
い
話
で
は
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。
対
し
て
、財
政
難
故
に
余
儀
な
く
道
具
を
預
け
入
れ
て
き
た
小
室
藩
で
あ
る
。

道
具
の
請
戻
が
容
易
に
は
叶
わ
ず
、
預
替
入
替
が
繰
り
返
さ
れ
る
事
態
を
、
藩
主
が

許
容
し
あ
る
い
は
自
ら
命
じ
て
い
た
の
も
、
ま
た
納
得
で
き
る
と
こ
ろ
と
な
る
。
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四
　
安
永
五
年
の
預
入

　

本
節
で
は
、
政
方
時
代
の
具
体
例
と
し
て
安
永
五
年
の
預
入
を
取
り
上
げ
る
。
一

月
十
六
日
の
日
記
に
よ
る
と
、
こ
の
日
小
室
に
届
い
た
国
家
老
権
左
衛
門
へ
の
政
方

直
書
は
金
子
調
達
に
つ
い
て
指
示
す
る
も
の
で
あ
り
、
共
に
届
い
た
用
書
は
江
戸
表

の
窮
状
を
訴
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
江
戸
で
は
、
経
常
支
出
穴
埋
め
の
た
め
に
当
地

で
な
さ
れ
た
借
金
の
利
息
分
五
百
両
余
に
加
え
て
、
政
方
の
「
御
転
役
御
心
願
」
に

関
わ
る
臨
時
支
出
が
五
百
両
に
の
ぼ
り
、
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
こ

の
年
の
政
方
は
秋
以
降
大
坂
城
加
番
役
が
決
ま
っ
て
お
り
、
転
役
と
は
、
伏
見
奉
行

就
任
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
て
、
穏
や
か
な
ら
ざ
る
始
ま
り
を
見
せ
た
安

永
五
年
、
そ
の
預
入
の
一
を
以
下
に
掲
げ
る
。

⑳
安
永
五
年
七
月
三
日

京
都
ニ
お
ゐ
て
調
達
之
儀
所
々
懸
合
候
得
共
何
分
難
相
調
候　

然
ル
所
長
浜

石
井
休
治
手
元
ニ
而
大
宮
通
三
条
上
ル
所
夷
屋
治
兵
衛
と
申
両
替
屋
色
々
相
働

東
洞
院
押
小
路
上
ル
所
谷
松
屋
文
右
衛
門
と
申
候
茶
道
具
商
売
い
た
し
候
も
の

申
談
彼
是
致
世
話
三
井
九
右
衛
門
事
宗
奠
并
三
井
元
八
此
両
人
可
被
致
出
金
申

候
付
申
談
候
所
元
八
方
ニ
障
出
来
断
申
聞
破
談
ニ
相
成
候
得
共
猶
又
右
治
兵
衛

文
右
衛
門
致
世
話
弥
可
及
相
談
旨
申
候　

兼
而
〔
西
村
〕
与
右
衛
門
申
達
置
候

金
高
者
相
坂
御
茶
入
并
牧
渓
筆
芦
雁
御
掛
物
徽
宗
皇
帝
御
筆
鶉
ノ
絵
御
掛
物
右

三
品
ニ
而
弐
千
両
余
と
申
達
置
候
所
所
詮
右
之
金
高
ニ
ハ
相
談
相
調
不
申
候　

是
迄
追
々
御
道
具
御
預
リ
置
申
候
付
此
度
御
断
申
度
存
候
得
共
随
一
之
御
宝
器

拝
見
仕
候
義
難
有
奉
存
候
付
三
井
両
人
支
配
江
申
聞
候
而
ハ
相
調
不
申
両
人
手

元
之
金
子
を
以
御
用
立
候
儀
少
金
之
儀
甚
恐
入
候
得
共
右
相
坂
御
茶
入
并
右
之

二
幅
之
御
掛
物
且
又
平
心
之
大
字
御
掛
物
都
合
四
品
御
預
ケ
被
下
候
ハ
ヽ
金
子

七
百
五
十
両
利
足
壱
歩
ニ
而
御
用
立
可
申
旨
申
候
由　

依
而
与
右
衛
門
色
々
手

を
尽
申
談
候
へ
共
何
分
右
之
金
高
よ
り
相
増
候
義
ハ
難
相
成
候
旨
申
候　

金
高

甚
相
違
之
儀
常
体
之
御
時
節
ニ
候
ハ
ヽ
断
可
申
達
候
へ
共
江
戸
表
甚
危
急
之
御

難
渋
追
々
申
来
右
之
外
於
京
都
可
相
調
手
当
一
向
無
之
其
上　

御
発
駕
前
段
々

近
寄
候
付
先
右
之
段
相
談
申
越
候
由

　

こ
の
頃
に
な
る
と
預
入
交
渉
は
至
極
難
航
し
て
い
る
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。
家
臣

が
奔
走
し
数
多
の
商
人
が
媒
と
な
り
「
随
一
之
御
宝
器
」を
数
多
く
呈
示
し
て
さ
え
、

話
は
簡
単
に
は
ま
と
ま
ら
な
い
。
供
給
過
多
で
、
道
具
選
択
の
主
導
権
は
既
に
金
主

側
に
あ
る
。
結
局
、
三
井
父
子
が
、
相
坂
の
茶
入
と
掛
物
三
品
の
計
四
品
を
担
保
に

個
人
資
金
七
百
五
十
両
を
用
意
す
る
、
と
の
条
件
を
半
ば
義
理
づ
く
で
提
示
す
る
。

三
品
二
千
両
余
の
算
段
を
し
て
い
た
小
室
藩
と
し
て
は
、
常
な
ら
ば
断
る
べ
き
と
こ

ろ
で
あ
る
。
が
、
今
は
「
常
体
之
御
時
節
」で
は
な
い
。
江
戸
藩
邸
か
ら
の
「
甚
危
急

之
御
難
渋
」と
の
訴
え
は
頻
り
で
あ
る
。
こ
の
交
渉
以
外
に
は
資
金
調
達
の
目
当
は

な
く
、
政
方
の
江
戸
発
駕
、
す
な
わ
ち
巨
費
を
要
す
る
参
勤
交
代
の
日
も
間
近
と

な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
藩
が
深
刻
な
経
済
問
題
を
複
数
抱
え
る
中
で
四
品
の
名
物
の
預
入

話
が
進
め
ら
れ
る
も
の
の
事
態
は
好
転
せ
ず
、
十
一
月
に
は
つ
い
に
第
一
の
重
宝
在

中
庵
ま
で
が
預
入
の
対
象
と
さ
れ
る
。
㉑
の
書
付
控
（
（1
（　

に
よ
る
と
、
こ
の
預
入
は
政

方
自
身
に
よ
り
提
案
さ
れ
た
も
の
ら
し
い
。
同
年
中
の
日
記
を
含
め
て
、
以
下
に
列

記
す
る
。

㉑

一　

小
堀
老
之
允
江　

御
直
筆
以
御
書
付
被　

仰
出

 
 

大
名
の
質
入
︱
小
堀
遠
州
伝
来
の
名
物
道
具
を﹃
小
室
藩
日
記
﹄に
見
る
︱

(9)
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小
堀
老
之
允

江
戸
表
近
年
借
用
金
相
増
迚
茂
是
迄
之
通
ニ
而
者
上
方
よ
り
月
次
運
送
有
之
而

も
必
至
与
差
支
取
続
難
相
成
候　

依
之
我
等
出
坂
後
右
借
用
返
弁
金
才
覚
之

義
彼
是
為
申
談
候
得
共
難
相
調
至
而
難
渋
之
事
ニ
候
間
今
度
無
拠
小
室
重
器
之

内
在
中
庵
引
当
致
才
覚
候
よ
り
外
無
之
次
第
ニ
候　

尤
右
茶
入
之
義
ハ
格
別

先
祖
よ
り
宝
器
之
儀
此
節
暫
茂
他
所
ニ
預
ケ
置
候
義
甚
歎
ケ
敷
候
得
共
無
是
非

右
之
取
計
ニ
い
た
し
候
積
ニ
候（
中
略
）

　
　

申
十
一
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
名

㉒
安
永
五
年
十
二
月
二
日

御
道
具
引
当
才
覚
之
義
大
坂
米
屋
平
右
衛
門
と
申
も
の
へ
懸
合
多
分
可
相
調
趣

ニ
候　

乍
然
未
治
定
之
答
無
之
候　

時
分
柄
差
急
申
談
調
候
事
治
定
之
上
証

文
印
形
申
越
候
而
ハ
手
間
取
候　

出
金
高
証
文
認
方
等
い
ま
た
難
相
分
候
得

共
幸
便
ニ
付
証
文
連
印
名
前
計
認
都
合
六
枚
差
越
候（
中
略
）　

相
談
相
調
候

ヘ
ハ
凡
千
両
位
者
相
調
可
申
様
子
ニ
候
之
由

㉓
同
年
十
二
月
十
六
日

老
之
允
申
談
置
候
銀
主
米
屋
平
右
衛
門
江
去
ル
十
二
日
御
茶
入
在
中
庵
替
袋
共

相
渡
候
ニ
付
西
村
栖
富
岡
友
茶
附
添
罷
越
無
滞
相
済
七
半
時
帰
候
由

㉔
同
年
十
二
月
十
七
日

在
中
庵
御
茶
入
引
当
才
覚
金
之
義
米
屋
平
右
衛
門
江
追
々
懸
合
取
〆
申
談
候
処

弥
千
両
差
出
可
申
候　

併
御
添
物
無
之
候
而
ハ
出
金
難
成
候　

兼
而
及
承
候

間
先
達
而
御
取
寄
被
成
候
御
懸
物
御
添
被
成
候
様
仕
度
相
望
候（
中
略
）　

此

度
之
口
及
破
談
候
而
ハ
当
暮
外
ニ
才
覚
手
段
無
之
江
戸
表
必
至
与
御
差
支
ニ
相

成
候
ニ
付
先
方
任
其
意
無
是
非
御
預
ケ
被
成
候
積
リ　

及
熟
談
一
両
日
中
金

子
致
取
引
候
積
ニ
相
成
候
由　

　

実
は
在
中
庵
は
寛
永
飢
饉
に
際
し
て
既
に
質
入
を
経
験
し
て
い
る
。
遠
州
の
書

状
に
は
七
千
両
も
の
値
が
付
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
（
（1
（　

、
こ
れ
は
む
し
ろ
在
中
庵
の
名

誉
の
逸
話
に
な
り
得
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
か
ら
百
五
十
年
近
く
を
経
て
、
こ

の
名
物
を
以
て
し
て
も
大
坂
の
豪
商
米
屋
平
右
衛
門
が
千
両
を
出
し
兼
ね
て
い
る
。

と
い
う
よ
り
は
、
乗
り
気
で
は
な
い
米
屋
に
切
羽
詰
ま
っ
た
小
室
藩
が
強
い
る
形
で

あ
っ
た
と
思
し
い
。

　

藩
の
余
裕
の
な
さ
を
示
す
事
例
を
付
け
加
え
て
お
く
。
さ
ら
に
一
年
後
で
あ
る
。

安
永
六
年
十
二
月
九
日
の
日
記
に
は
「
御
道
具
も
引
当
テ
候
得
共
纔
之
引
当
テ
な
ら

て
ハ
成
不
申
候
由
専
申
談
候
事
」と
あ
る
。
道
具
数
品
を
担
保
に
す
る
だ
け
で
は
最

早
藩
財
政
は
回
ら
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
日
記
の
記
述
を
裏
付
け
る

か
の
よ
う
な
、
同
年
同
月
の
証
文
控
（
（1
（　

を
左
に
掲
げ
る
。

㉕
　
　
　

売
渡
証
文
之
事

一　

茶
器
并
ニ
飾
道
具
品
　々

四
拾
弐
品

一　

掛
物　

弐
拾
六
箱　
（
中
略
）

右
品
々
六
拾
八
品
別
帳
面
之
通
此
度
備
中
守
要
用
ニ
付
金
子
五
百
両
ニ
売
渡
申

候
之
処
実
正
也　

然
上
者
外
よ
り
此
道
具
ニ
付
違
乱
申
者
聊
少
茂
無
之
候　

依
而
為
後
証
如
件

　
　

安
永
六
丁
酉
年
十
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
堀
備
中
守
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
田
屯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
堀
老
之
允

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
堀
権
左
衛
門

　
　

笹
屋
次
兵
衛
殿

　
　

笹
屋
伊
兵
衛
殿
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実
に
六
十
八
品
の
茶
器
飾
道
具
掛
物
類
を
ま
と
め
て
売
り
渡
す
と
い
う
証
文
で

あ
る
。
㉕
に
続
け
て
笹
屋
の
買
上
証
文
の
控
も
残
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
商
談
は
成
立

し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
品
目
の
詳
細
な
検
討
に
は
未
だ
至
っ
て
お
ら
ず
、
こ
こ

に
一
々
を
記
す
余
裕
も
な
い
。
た
だ
、
政
峰
時
代
の
品
を
含
む
可
能
性
も
あ
る
も
の

の
、「
尊
氏
御
筆
清
水
寺
願
書
」を
は
じ
め
、
遠
州
が
茶
会
で
好
ん
で
使
っ
た
と
さ
れ

る
名
物
（
（1
（　

が
幾
つ
も
確
認
で
き
る
。
小
堀
家
が
如
何
に
豊
富
な
お
宝
に
恵
ま
れ
て
き

た
の
か
を
物
語
る
証
文
で
あ
る
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
添
付
さ
れ

た
三
十
丁
近
い
別
帳
面
の
道
具
一
覧
に
「
十
把
一
絡
」
の
感
は
拭
い
難
い
。
詳
し
い

経
緯
も
日
記
に
記
載
な
く
、丁
寧
な
や
り
と
り
を
重
ね
て
い
た
政
峰
時
代
と
比
し
て
、

随
分
乱
暴
に
事
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
で
、
在
中
庵
が
最
後
ま
で
大
切
に
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
以

下
は
、
在
中
庵
の
後
日
に
つ
い
て
の
記
事
で
あ
る
。

㉖
安
永
九
年
一
月
二
十
四
日

先
達
而
大
坂
表
ニ
御
預
被
遊
被
置
候
在
中
庵
御
茶
入
請
戻
金
才
覚
相
調
此
度
御

請
戻
ニ
付
宮
川
庄
大
夫
一
昨
廿
二
日
よ
り
致
出
坂
候　

無
滞
請
戻
相
済
廿
四

日
夕
者
可
為
帰
着
存
候

㉗
天
明
五
年
六
月
二
十
四
日

先
年
よ
り
大
坂
加
島
屋
久
右
衛
門
江
御
預
ケ
被
置
候
御
道
具
之
内
在
中
庵
御
茶

入
同
替
袋
共
并
定
家
御
懸
ケ
物
此
度
御
取
戻
被
成
候
付
〔
加
藤
〕
又
兵
方
罷
越

被
申
被
及
対
談
候
様
被　

仰
付　

去
ル
十
六
日
朝
よ
り
大
坂
江
被
罷
下
先
方

江
懸
ケ
合
相
済
右
御
道
具
請
取
去
ル
廿
一
日
被
致
帰
伏
候　

御
太
切
之
御
道

具
無
難
ニ
相
戻
リ
慥
ニ
被
遊　

御
落
手
御
満
足
之
御
義
恐
悦
之
至
被
奉
存
候

右
ニ
付
御
入
用
金
者
従　

御
手
元
被
遊
御
出
シ
御
勝
手
方
拝
借
ニ
相
立
候
儀

ニ
御
座
候　

格
別
之
御
道
具
之
儀
ニ
候
得
者
右
之
趣
爰
元
江
茂
可
被
申
越
置

旨
被　

仰
出
候
間
可
致
承
知
候
由

　

先
述
し
た
よ
う
に
、
藩
に
と
っ
て
不
本
意
な
条
件
で
預
け
入
れ
ら
れ
た
在
中
庵
で

あ
っ
た
が
、政
方
が
伏
見
奉
行
在
任
中
の
安
永
九
年
に
は
請
戻
が
叶
え
ら
れ
て
い
る
。

つ
い
で
加
島
屋
久
右
衛
門
に
託
さ
れ
る
も
の
の
、
天
明
五
年
に
は
再
度
請
け
戻
さ
れ

て
い
る
。
在
中
庵
が
、
六
十
八
品
と
は
一
線
を
画
す
る
「
格
別
先
祖
よ
り
宝
器
」
で

あ
っ
た
が
故
で
あ
ろ
う
。
天
明
五
年
の
請
戻
に
は
藩
主
の
手
元
金
が
使
わ
れ
た
と
も

い
い
、
在
中
庵
を
落
手
し
た
政
方
は
「
御
満
足
之
御
義
」で
あ
る
と
日
記
は
伝
え
る
。

但
し
、
こ
の
わ
ず
か
四
ヶ
月
後
に
伏
見
町
民
文
殊
九
助
ら
が
上
訴
を
決
行
し
た
こ
と

に
よ
り
、
藩
は
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
意
味
で
の
混
迷
の
途
を
辿
っ
て
い
く
こ
と
と

な
る
（
（1
（　

。

　

以
上
、
二
代
の
藩
主
の
質
入
を
眺
め
て
き
た
。
御
家
の
重
宝
は
困
窮
す
る
藩
を

救
う
か
に
見
え
た
。
し
か
し
一
旦
預
入
が
な
さ
れ
れ
ば
請
戻
に
は
元
利
を
用
意
せ
ね

ば
な
ら
ず
、
そ
れ
を
先
延
ば
し
に
し
て
預
入
を
続
け
れ
ば
利
息
が
積
も
っ
て
い
く
。

請
戻
を
前
提
と
す
る
質
入
は
却
っ
て
藩
財
政
を
圧
迫
す
る
結
果
と
な
り
、
愚
策
だ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
名
物
道
具
が
小
堀
家
に
と
っ
て
大
き
な
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
っ

た
が
た
め
に
、
端
か
ら
売
却
す
る
と
い
っ
た
方
針
は
採
り
難
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

価
値
あ
る
道
具
が
、
そ
の
価
値
故
に
却
っ
て
借
財
を
増
や
す
原
因
に
も
な
っ
た
と
い

う
、
何
と
も
逆
説
的
な
事
の
顛
末
を『
小
室
藩
日
記
』は
書
き
留
め
て
い
る
。

　

御
道
具
受
難
と
も
い
え
る
御
家
事
情
の
中
、
念
願
の
奉
行
に
就
任
し
た
政
方
が

伏
見
に
初
入
し
た
の
は
安
永
八
年
二
月
の
こ
と
で
あ
る
。
奉
行
時
代
に
つ
い
て
の
言

及
は
稿
を
改
め
た
く
思
う
。
本
稿
で
は
、
他
の
経
済
政
策
は
さ
て
お
き
、
史
料
の
中

の
名
物
道
具
の
記
述
の
み
に
目
を
向
け
、
か
つ
そ
の
内
の
ほ
ん
の
一
部
を
紹
介
す
る

に
と
ど
ま
っ
た
。
し
か
し
そ
う
い
っ
た
断
片
的
な
記
事
に
お
い
て
さ
え
、
窮
し
た
小

室
藩
が
資
金
調
達
の
す
べ
を
裕
福
な
伏
見
に
求
め
、
遂
に
騒
動
に
至
る
流
れ
は
予
測

 
 

大
名
の
質
入
︱
小
堀
遠
州
伝
来
の
名
物
道
具
を﹃
小
室
藩
日
記
﹄に
見
る
︱
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さ
れ
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
か
。
歌
舞
伎
芝
居
で
あ
れ
ば
重
宝
も
戻
り
御
家
も
治
ま
り

大
団
円
と
な
る
が
、
実
際
の
小
堀
家
で
は
そ
う
は
い
か
ず
、
天
明
八
年
の
改
易
、
小

室
藩
廃
藩
で
事
は
決
着
す
る
。

　

天
明
期
と
い
え
ば
、
茶
道
具
に
つ
い
て
の
名
著
と
さ
れ
る
『
古
今
名
物
類
聚
』
が

物
さ
れ
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
不
昧
こ
と
松
平
治
郷
の
著
作
と
さ
れ
る
本
書
は
、
天

明
七
年
序
、
寛
政
年
間
の
刊
行
で
あ
り
、「
小
堀
家
蔵
」の
名
物
と
し
て
在
中
庵
・
玉

柏
な
ど
を
挙
げ
て
詳
説
す
る
。
小
堀
遠
州
伝
来
の
名
物
を
改
め
て
評
価
し
且
つ
広
く

知
ら
し
め
る
書
が
出
来
し
た
ま
さ
に
そ
の
頃
、
当
の
道
具
は
小
堀
家
に
留
ま
る
こ
と

な
く
流
転
し
、
小
堀
家
そ
の
も
の
が
退
転
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

〔
注
釈
〕

（
1
）	

滋
賀
県
立
図
書
館
所
蔵
の
写
真
版『
佐
治
重
宗
氏
所
蔵
文
書
』（
八
十
八
冊
）
を
所
見
本
と
す

る
。
本
稿
で
取
り
上
げ
た
文
書
に
つ
い
て
は
、
写
真
版
の
巻
数
を
以
て
そ
の
所
収
を
記
す
こ

と
と
し
た
。

（
2
）	

元
禄
二（
一
六
八
九
）年
～
宝
暦
十（
一
七
六
〇
）年
。正
徳
三（
一
七
一
三
）年
よ
り
小
室
藩
主
。

（
3
）	

寛
保
二（
一
七
四
二
）
年
～
享
和
三（
一
八
〇
三
）
年
。
宝
暦
十
一（
一
七
六
一
）
年
よ
り
小
室

藩
主
。

（
4
）	

滋
賀
県
立
図
書
館
所
蔵
の
写
真
版『
小
室
藩
日
記
』（
三
十
九
冊
）
を
所
見
本
と
す
る
。『
小
室

藩
日
記
』は
『
佐
治
重
宗
氏
所
蔵
文
書
』の
一
部
を
成
す
も
の
で
あ
る
が
、
写
真
版
で
は
別
立

て
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
写
真
版
は
断
簡
を
集
め
た
一
冊
を
含
み
一
部
錯
簡
も
見
ら
れ
る
も

の
の
、
お
よ
そ
日
記
の
年
代
順
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
本
稿
で
日
記
本
文
を
取
り

上
げ
る
に
当
た
っ
て
は
年
次
の
み
を
示
し
、
巻
数
の
記
載
は
省
略
し
た
。

尚
、
日
記
の
上
限
は
享
保
七
年
、
下
限
は
天
明
八
年
で
あ
る
。
延
享
三
年
三
月
か
ら
天
明
八

年
五
月
の
間
は
ほ
ぼ
通
年
の
日
記
が
残
る
。
藩
主
の
大
坂
城
在
番
時
に
大
坂
で
記
さ
れ
た
も

の
も
含
ま
れ
る
が
、
大
部
分
は
小
室
で
執
筆
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

『
佐
治
重
宗
氏
所
蔵
文
書
』『
小
室
藩
日
記
』に
触
れ
た
論
文
に
藤
田
恒
春
氏「
大
名『
改
易
』の

構
造
」（『
史
泉
』65
号
、
関
西
大
学
史
学
・
地
理
学
会
一
九
八
七
年
三
月
）、
拙
稿「
武
士
の

風
聞　

─
伏
見
騒
動
物『
小
森
伊
豆
守
悪
行
記
』─
」（『
国
語
国
文
』第
86
巻
第
5
号
、
京
都

大
学
国
語
学
国
文
学
研
究
室
二
〇
一
七
年
五
月
）
が
あ
る
。

（
5
）	

寛
政
七（
一
七
九
五
）
年
序
。
御
香
宮
神
社
所
蔵
本
を
底
本
と
し
た
活
字
本
に『
雨
中
之
鑵
子

　

天
明
伏
見
義
民
伝
』（
伏
見
義
民
碑
保
存
会
一
九
三
七
年
・
伏
見
義
民
顕
彰
会
一
九
八
八

年
復
刻
）
と
『
雨
中
之
鑵
子
』（『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
』
第
六
巻
所
収
、
三
一
書
房

一
九
八
一
年
）
が
あ
る
。

（
6
）	『
佐
治
重
宗
氏
所
蔵
文
書
』第
50
巻
所
収
。

（
7
）	『
佐
治
重
宗
氏
所
蔵
文
書
』第
68
巻
所
収
。

（
8
）	

宝
暦
十
一（
一
七
六
一
）
年
～
安
永
七（
一
七
七
八
）
年
。

（
9
）	『
佐
治
重
宗
氏
所
蔵
文
書
』第
67
巻
所
収
。

（
10
）	

安
永
五
年
二
月
二
十
二
日
の
日
記
に
「
中
島
利
介
方
江
去
夏
御
預
ケ
之
心
月
石
渓
御
掛
物
去

暮
限
ニ
而
猶
又
当
年
之
証
文
ニ
書
改
候
由　

印
形
調
候
様
ニ
と
右
証
文
来
」と
あ
る
。

（
11
）	

寛
延
元
年
閏
十
月
二
十
二
日
の
日
記
に
「
当
年
京
都
へ
御
預
ケ
被
遊
候
玉
柏
御
茶
入
小
莚
御

茶
入
両
種
共
当
年
御
物
入
多
候
付
当
暮
其
侭
置
延
ニ
可
被
差
置
候
旨
被　

仰
出
之
」と
あ
る
。

さ
ら
に
寛
延
二
年
十
月
三
十
日
に
も
同
趣
旨
の
記
述
が
あ
る
。

（
12
）	『
佐
治
重
宗
氏
所
蔵
文
書
』第
23
巻
所
収
。

（
13
）	

深
谷
信
子
氏『
小
堀
遠
州
の
茶
会
』（
柏
書
房
二
〇
〇
九
年
）、
藤
田
恒
春
氏『
小
堀
遠
江
守

政
一
発
給
文
書
の
研
究
』（
東
京
堂
出
版
二
〇
一
二
年
）ほ
か
に
言
及
が
あ
り
、
小
堀
宗
実
氏

『
新
・
小
堀
遠
州
の
書
状
』（
思
文
閣
二
〇
一
七
年
）
に
は
書
状
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
14
）	『
佐
治
重
宗
氏
所
蔵
文
書
』第
88
巻
所
収
。

（
15
）	

前
掲
の
注（
13
）『
小
堀
遠
州
の
茶
会
』参
照
。

（
16
）	

前
掲
の
注（
4
）
拙
稿
参
照
。

［
謝
辞
］

資
料
閲
覧
に
つ
い
て
は
滋
賀
県
立
図
書
館
の
御
高
配
に
あ
ず
か
っ
た
。
末
筆
な
が
ら
御
礼
を
申
し

上
げ
る
。
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